１．活動の概要

５月２７日（金）、安来市立赤江小学校で『心に残る文化財子ども塾』を開催しました。はじめに県埋蔵文化財調査センターの職員から、安来市内の遺跡について話を聞きました。赤江小学校のすぐそばにある山にも遺跡があることを知り、興味をもった児童もいました。また、荒島町にある仲仙寺・宮山など弥生時代の墳丘墓や塩津山１号墳などの古墳やそこから出土した土器などについても写真を見ながら説明を聞きました。次に、体験活動でつくるはにわについて話を聞きました。はにわと聞いて思い浮かぶのは人の形をしたものですが、実際には円筒はにわが圧倒的に多いこと、最も大きな円筒はにわの高さは約2.5ｍあることなどクイズも交えながら学びました。また『日本書紀』には、出雲国の野見宿祢(のみのすくね)が、最初に埴輪を作ったと書かれていることや、石屋古墳で見つかった人物はにわが日本最古級のものであることなど、島根とはにわとの関係についての話もありました。児童の皆さんからは、古墳の形は葬られた人の権力と関係するのか、出雲の大王は誰かなど鋭い質問もありました。
休憩の後、はにわづくりを行いました。見本の人物はにわをつくる子どもが多かったですが、自分のアイディアで装飾を加えた作品も見られました。胴体部分を造るのに手間取る子どもが多く心配しましたが、ほとんど時間内に完成させることができました。授業の最後に、本物の家形はにわ（安来市小馬木２号墳出土）や円筒はにわを見学し、感想を発表して終了しました。
２．活動の様子
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　　１）安来市内の遺跡について学ぶ・古代の玉について知る
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２）古代体験活動～はにわづくり～　　　　　　　　　　　
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３．子ども塾を終えて
１）児童の皆さんから…　

· 心に残ったこと
· はにわ作り（世界にひとつだけの自分のはにわをつくったこと）
· 本物のはにわを見たこと
· 安来にたくさん古墳があることを知らなかったのでびっくりした
· 古墳の歴史がわかったこと
もっと知りたいこと・体験してみたいこと
· 学校近くの山にある遺跡について
· 島根の大王について
· 海外の古代文明（マヤ文明）について
· 古代人はなぜ土器をつくったのか
· 古代人がはにわや土器をつくるとき、どのぐらい時間がかかったのか
· はにわを復元するところをみたい
· いろいろな古墳を見てみたい

· はにわづくり（人物はにわ以外）
· 勾玉づくり
· 土器づくり
２）担任の先生から…
○良かった点は
１．学校周辺にも古墳が存在することを、子どもたちがわかったこと。
２．埴輪作りで、古代人の気持ちを考えながら体験することができたこと。
○説明をもう少し小学生向きに工夫されるとよりよいと思います。
○丁寧な説明と、楽しい体験ありがとうございました。
３）埋文センターから
荒島の古墳やはにわについての説明が終わってから、回答に困るような鋭い質問もあって、児童の皆さんがよく勉強していることに驚き、感心しました。また、自分たちが通う学校の周辺にも遺跡があることがわかり、遺跡や古墳を身近に考えてもらうきっかけのひとつになったのではないかと思います。
「この土器は荒島の塩津山１号墳から出土しました。」





「古墳とはにわの話をします。」





「赤江小学校の近くにも遺跡があります。」





頭をつくっていきます。





胴体をつくるため、粘土を延ばします





目や口ができてきました。





「家形はにわは安来で出土したものです。」








